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第１章 はじめに
専大社研のある研究会に出席し，散会となり，
「参加された若い先生方」の後を帰っていると
（何でも「自動車産業」だったかの話を聞いた
後だった…），「下うけ」の話を聞いた後だった
ようで，「前にきいた『鉄鋼業』では，下うけ
の活しが，全々でなかった……」と云っておら
れるのをきいた。
前会長の故三輪芳郎氏が，「産業学会」なる
学会をこしらえたのだが，そこで経済，経営学
部のある大学では，「産業毎に，その生産構造
や技術など皆それぞれ異なっている」事等々勉
強し合う事が必要である……と感じた。自動車
産業など，トヨタや日産にしろ，それぞれ一次
下うけ，二次下うけ等が，ピラミッド型になっ
ており，トヨタ等では，一次下うけでも「大企
業」である。それに反し，日鉄にしろ，日本鋼
管にしろ，（下うけはないではないが「自動車
産業程，主要な問題ではない」。製鉄企業では，
その生産工程の前半は高炉（高炉と云う装置）
や平炉，転炉等装置産業であり，生産工程の後
半は圧延機と云った「機械工業」の部門に属す
る。この二つに分けて考えねばならない。
……
ところで，この三輪先生のこしらえられた
「産業学会」で，私の友人故玉置正美氏（亜細
亜大学）が「イギリスの産業考古学」なる報告
をした後，同じく先輩の故大橋周治先生と国電
の駅に帰る帰路，大橋先生が突然「日本の産業
考古学会をつくろう……」と云い出され，もよ
りの駅前の喫茶店に入り，およその「考え」を
のべ合った。大橋氏は，自分の著書『幕末
明治製鉄史』（アグネ出版）の出版祝賀会の席
を，「産業考古学会結成準備会 たしか日鉄
の寮でもたれた にする事」を提案された。
１９７７年２月１１日「産業考古学会創立大会が早
大，小野記念講堂でもたれた。
山崎俊雄先生（東京工大）を会長にし，「イ
ギリスの産業考古学会について」（故）内田星
美氏（東経大）が講演し，又来賓の先生方から，
祝辞をいただいた。
その中で特に記したいのは，（故）湯浅光朝
先生（専修大学）の「産業考古学会の課題」と
称する次のご挨拶である。若干長くなるが，そ
のほゞ「全文」を記す。（湯浅先生は，三点の
ことをのべられた）
『第１点は，楽しんで学問をする学会であって
欲しい。……学問にはかならず創造のよろこび
が伴うものであって，苦学でなく楽学こそ本当
の学問のあり方だと思う……。
第２点は，産業考古学会の主な任務は，机上の
文献資料だけでは分からない点を，実物に当っ
て明らかにすることにあると思う。そこにいろ
いろな新しい発見がありうる。……「既存の学
会では成し得なかったこと」をこの学会は成し
得ると思う……。
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第３点は，過去だけを見ている後向きの学会で
はなく，これからの日本，あるいは世界の未来
について深く考える，前向きな学会であって欲
しい。日本はいま欧米の産業技術について，と
り入れるものはとり入れてしまった。……１８世
紀，イギリスの産業革命に端を発し，現代に及
んでいる産業技術は，「地球の資源があたかも
無限である」ような錯覚を前提としている。省
資源型省力型の産業に移行している事は誰の目
にも明らかである……』
この「産業考古学会」の創刊号の「あとが
き」に，私は，次のように記している。
「……数名のものが幹事に選ばれ，ようやく創
立大会，創刊号にまでこぎつけたわけです。私
たちは，学会らしくない，真の学会に発展する
事を願っています。見方によっては，『学会ほ
ど，真の学問の発展をはばんでいるものはな
い』現状を，私たちは知っているからです。私
たちが生み出した学会が，大きく発展すること
を心より期待しています。」
産業考古学会の特徴は，本部を東京，地方を
支部とせず，北海道産業考古学会，新潟産業考
古学会，東京産業考古学会，中京産業考古学会，
関西産業考古学会，……その集合体が，産業考
古学会とした。「産業遺産」は東京にだけある
のでなく「地方」にあり，「地方」毎に学会が
あり，その「集合体」が産業考古学会とした。
総会，年会と称し，東京，地方でよく「討論
会」「見学会」をおこなった。（又，下に分科会
ももてるとして，私は「鉱山，金属分科会」代
表を創立当初より，延 １々０年余つとめた。（こ
の間，討論成果を，アグネ社より『金属の文化
史』及び『技術の文化史』として出刊した。）
以下，ここに記すのは，先に書いた「日本の
産業の盛衰」（専大経営研究所『専修経営研究
年報』第３１号）には，おちている「主要な日本
の産業遺跡」について，実地に見てまわった写
真や，集めた資料などをもとに作成したもので
ある。
専大での産業考古学会の集まり（年代不明）
（故）内田星美氏、（故）大槻貞一氏、
黒岩、奥村正二先生、（故）玉置正美氏
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第２章 佐渡鉱山他
私は，私の専門から，殆んど主要な金属鉱山
を見てまわった。佐渡鉱山にはじまり，生野鉱
山，多田鉱山，小坂鉱山，日立鉱山，別子銅山，
院内鉱山，中小坂鉱山，大森銀山，中小坂鉱山
等々，ほぼ主要な鉱山ないし，鉱山跡を見てき
た。学生（東大工学部冶金学科）の頃は，どの
鉱山に行っても，日本鉱山特有の亜硫酸ガスの
臭いが，するのが当り前位に思っていた。後に
は，日立鉱山による「煙害問題」や，神岡鉱山
の排水問題によるイタイイタイ病やら，等々
「公害問題」が発生したが，（前に書いた事が
あるのだが）戦前の日本の鉱山では，ほぼ全部
の鉱山が，「排煙」「排水」に，非常な努力をし，
一人の死者も出していない。例えば，日立鉱山
では，「東洋一高い煙突」をたて，それで廃煙
問題が解決され，以来，「排煙には，高煙突に
限る」とされた。（日本の場合は，島国で，四
海海にかこまれ，ＳＯ２は，海上に排出される。
然しイギリスやアメリカでは，この高煙突問題
が，「国境をこえて飛来する事」から，「世界的
規模」で，「酸性雨問題」となり，国際間の一
大問題となり，政治問題化し，結局「被害住民
の実力行使（観光のための渡航禁止等の）」に
より，解決していった事等と比べると「大きな
差異」である。（日本でも神岡鉱山の排水が神
通川にたれ流され，イタイイタイ病をおこした
り，古くは，足尾銅山の排水が下流農地に流れ
込み，古河市兵衛の「生涯をかけた斗い」によ
り，解決した等の事例はあるが……）
上記したように，殆んどの日本の「主要な鉱山，
ないし鉱山跡」をみてきて，「鉱山業の宿命」
のような事を列記してみたい。
（１）鉱石が，地下に「埋蔵」している。
したがって，このみえない地下の鉱石帯をど
う「探査，発見」するか，「探査技術」が重要
になる。
その１～２をあげると「転石法」と云うのが
ある。たとえば，上流に金山があるとすると風
化した上流の金をふくむ鉱床地帯から，金鉱石
ないし金が，下流に流れてくる。下流の川の砂
の中に金粒（金は，他の如何なる元素とも化合
しない特徴がある。）が発見される川を下流か
ら漸次上流にさかのぼり，金山を発見すると云
う方法である。
佐藤信淵が「山相秘録」なる本を書いた事が
ある。夜，山相（山の姿）を見ると，金山，な
いし銀山，銅山等には，「それぞれ特有の光を
はなっている」その山相をみて，「鉱山を発見
する」と云う若干いかがわしい内容だが，一時
信じられた頃がある。現代では，「鉱床地帯」
を発見する探査技術が発達し，こうした方法は，
勿論おこなわれていない。
日立鉱山
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（２）鉱山の宿命の第２として，「地下に埋蔵
している鉱石を，地上に，ほり上げ（あるいは，
ほり下げ）ねばならない」。
科学技術の発達していなかった日本では，地
下の鉱床（鉱石をふくむ所を鉱床という）を，
人間が，一人腹ばいになり，通れる位の穴をほ
り，「有用な金属をふくむ鉱床」をめざし，ほ
り進む……と云う方法が採用された。日本では，
ほぼ全部といっていい位，「日本の鉱山」は，
経済的に採算がとれなくなった結果閉山してし
まい，「現在主要な鉱山」は「観光化」されて
いる。佐渡，生野，中小坂等何れも「観光化」
されている。この「観光」の一つに，「狸堀
り」（寫眞参照のこと）があるが，これは，「人
間一人が，腹ばいになりながら，鉱脈にそって，
たぬき
掘り進むと云う方法である」。「狸堀り」とい
われた。
（３） 「地下をほり進む」にしたがい，大
量の水が，湧き出る。この水を「排水」しなが
ら掘り進まねばならない。
この「排水」にも，昔は「人力」によった。
「水かえ人足」は，佐渡では，江戸等での罪人
（親殺し，主殺し以外の罪人）などが，「とう
丸籠」にのせられ，列をつくって，「佐渡」に
はこばれてきた……という。
佐渡では，こうした「無宿人」たちをまつっ
た「墓」がある。（１１６頁寫眞参照）
採くつも，人力によった。「狸ぼり」で掘り
出した「鉱脈」がつきると，今度は，又別の
「鉱脈をさがし出し，の

み

と金づちで，掘りす
すんでゆく……」と云う方法であった。
こうした方法がとられたため，幕末から明治
初年にかけ，「全山蜂の巣」のように，「穴だら
け」になり，廃鉱寸前の情況であった。
こうした方法にかわって，「坑道掘り」なる
採鉱法がとられるようになった。坑道掘りとは，
「道遊割戸」，とよばれる
（寫眞中央の白い線）
狸堀り跡
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採堀道具
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無宿人の墓
佐渡鉱山の石臼
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鉱山に，真直ぐ，「人間が立って，通ったり，
レールを引き，トロッコで鉱石を運搬できる
『横穴』を真直ぐに掘り，途中掘られた垂直の
穴から下に鉱石を落下させる。下では，落下し
て来た鉱石を集め，地下にしかれた「車」で鉱
石をのせ，運び出す……と云う方法である。
冶金技術の発展
金は，全く，他の元素と化合しない。（した
がって前記転石法が探査技術につかわれた）堀
り出した金（または銀・銅も化合物としてふく
まれている事もある）は，微細な金粒として，
鉱石の中にふくまれている。こうした鉱石から，
微細な金粒をとり出すために，「椀がけ」ある
いは「汰板」（１１８頁寫眞参照）が使われた。ま
ず①鉱石を，石うす（１１６頁寫眞参照）ですり
ワン
つぶす。②つぎに，粉状になった鉱石を椀，又
は汰板にのせ，水の中でゆるく動かす……する
と，金，銀以外の鉱石粉は軽い（比重を利用し
て鉱石をわけるのを比重選鉱という）から，
「水」とともに，流れさる。椀の中，又は汰板
には，小さな金つぶが残る。こうした方法で，
金銀を採取した。（今一部の観光化した鉱山で
は，小さな「金つぶ」をふくむ砂から，金をとり
出す事を，観光化している鉱山があるという。）
金，銀，銅などを複雑にふくむ鉱石から，金，
銀，銅を冶金技術でとり出せるようになったの
は，石見銀山（大森銀山とも云う）において，
「灰吹法」なる新しい冶金技術が，多分中国を
介して，日本に伝わって以来である。それだけ
ではないだろうが，大森銀山は，過日，「国際
産業遺産」に認定された由であるが，中世の頃，
世界の銀のたしか６割がこの大森銀山で産出し
た事や，また，この地域では，街ごとに，「街
並み保存」（鉱山特有の，街なみがあり），旧い
坑道の保存等なされていたからであろう。
（３）鉱山町特有の宿命として，やがて鉱石
が，ほりつくされ，「廃鉱となる宿命がある」
と云う事である。上記石見銀山では，「鉱山町
特有のこの宿命」をうけとめ，町並みが綺麗に
「保存されている」という。（前記）
鉱山町には，特有の鉱山関係者が居住する所，
一般の居住者等にわかれるが，双方お互いに，
「依存し合っている」。
又，何れも，（「無宿人の墓」もふくめ）そこ
で死んだ人達の墓は，いつまでも，その地に残
っている。
「廃坑になった鉱山町」が，不思議に「人を
ひきつける……」のは，こうした鉱山特有の，
「時をこえた魅力」によるのかもしれない。
日本におけるさく岩機使用のはじまり
明治１４（１８８１）年，赤羽工作分局において，
英国製ダーリントン無瓣さく岩機（１８７３年発
明）を模造し，第２回勧業博覧会に出品したも
佐渡鉱山
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のを，佐渡鉱山に試用したのが，本邦における
最初の記録であった。（「明治工業史」による）
つづいて翌１５年，阿仁鉱山に，シュラム式さ
く岩機を輸入し，その効力を収めたがこれが，
「恐らく実用上の先鞭とすべし」と「日本鉱業
発達史」は記している。
つづいて明治１９年足尾はシュラム式を，２２年
には生野は独己製エーガー式を，２５年別子は，
シュラム式を，３０年足尾はシーメンス式を……
と云った情況であった。
佐渡の竜斗水
佐渡の「汰板」
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鉱山における「火薬」使用のはじまり
安政３（１８５６）年，薩摩藩主島津齋彬は，
らん
「蘭書」によって，「火薬を創製し」，山ヶ野金
すず
山及び谷山（錫山）に之を用ひたるは，「鉱山
方面に於ける使用の嚆矢とし……」と記されて
いる。……明治に入り，別子・生野等，漸次そ
の採用がひろがっていった……（『日本鉱業発
達史』鉱山懇話会編）
排水
旧幕時代，佐渡，別子，生野等諸山に於ては，
既に，坑内湧水の排出は重大事とせられ……縄
つるべ
釣瓶，龍樋（アルキメデス螺旋の一種），水上
輪（龍樋を改良したもの）を使用していた。…
…深き坑内よりの揚水には，是等を連続的に列
べ，特に２００本に達せし事あり，而して各樋に
揚水夫一名を要するを以て排水は如何に多額の
経費を要するかを知るべし。」…（日本鉱業発
達史）
「明治１３年，佐渡鉱山に於て，蒸気を動力と
せるコーニッシュポンプを用いたるをもって，
『本邦における排水器使用の嚆矢』とし，以来
ポン
各鉱山において喞
プ
の使用引続き，往復ポンプ，
渦巻ポンプの使用となり，さらに動力として，
電力の使用を見るに至り……」と記している。
（前掲資料）
第３章 水車・風車について
（１） 水車について１）
私達は，産業考古学会創立直後，つかれたよ
うに，「日本の各地に残っている水車」をしら
べて廻った事がある。仲間とは（故）玉置正美
氏（アジア大学），前田清志氏（玉川大学）と
三名であった。千葉県の養老川周辺とか，九州
の朝倉周辺，北海道，東京の三鷹市とか，ほぼ
全国にわたって見てまわっている。（何れも大
学の教師だから，学生のレポートに，「日本に
残存している水車について」調べて欲しい……
と依頼したこともあった。）そしてその成果を，
ダイヤモンド社から『日本の水車』としてまと
めて発表した（昭和５５年）。よくこうした特異
な本を出刊してくれたものと後で思うが，ダイ
ヤモンド社に（故）三枝篤文氏（三枝博音氏の
御子息）なる，やはりこうした特異な事をしら
べるのが好きな編集者がおられたからだろう。
「広辞苑」で，「水車」とは何かしらべると，
①水のエネルギーを機械的エネルギーに変す
る原動機，水流を羽根にあて，その反動または
衝動力によって羽根車を回転させる。農村で米
つきなどに利用するもの。農村で米つきなどに
利用するもの。
②かんがい用の水を田などに送りこむ装置。
水路を設け，足でふんで回転させる」とある。
その一二を紹介すると，次のような「水車」
がある。
① 北九州，朝倉の二連水車，三連水車
北九州の筑紫平野を流れる筑後川から取水す
る山田堰から，１．５キロ下流の堀川に菱野三
連水車（朝倉町大字菱野字五反田），これより
１３０メートル下流に三島二連水車がある。二連，
三連の美しい水車に対して，国の筑後川中流域
開発事業が，「面倒な水車を廃して，電力揚水
機にかえよう」としたのに対して，地元の「水
車研究者」香月徳男氏が中心となり，産業考古
学会，日本建築学会九州支部，日本民族学会等
７団体が後おしをし，現地朝倉町で，「水車シ
ンポジウム」を開催，保存運動をおこなった。
以来昭和４７年，「福岡県文化財」に指定され，
「日本の水車保存運動の先頭」をきった形とな
っている。
今でも，その「美しい揚水の姿」がみられ，
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多くの観光客をたのしませている。
② 千葉県養老川の藤原式揚水水車
今は，残念な事に現物はないのだが，この揚
水水車のあった跡に，寫眞，説明図等がおかれ
ている。養老川は，川が深く，かなり高い所に
ある田に揚水しなければならない。その為に考
案されたものである。寫眞を見ていただければ，
容易に分るように，丸いずんぐりした水車が
「川の流れ」によって回転する。その回転によ
って，その軸に連っている揚水箱が回転し，ど
朝倉（九州）の三連水車
同，二連水車
１２０
んどん高い所に水を，くみ上げていく……と云
うものである。（寫眞参照）
この水車をみると，日本人は「独創性」が乏
しいのではなく，それぞれの地形により，色々
の水車を考案していた事が分る。（その他，北
海道のサケ・マスを捕獲する水車，河川の水位
に応じて，先端だけが，水位に応じて上下する
「ツン出し水車」（寫眞参照），富山のらせん水
車（寫眞参照）などその好例である。
よう
藤原式揚水水車。千葉養老川等で使用された。
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（２） 反射炉動力としての水車
幕末から明治初年にかけ，農業用だけでなく，
「反射炉の動力」としても使われた。後述する
が，「幕末になり国防問題」が急浮上してきた。
雄藩では大砲や鉄砲等の製造をはじめたが，一
番早かったのは，佐賀藩であった。嘉永３年
（１８５０），反射炉をつくり鉄の砲身をつくる。
それを「穴あけの錐」を運転する動力に，「水
車」を使った。一盡夜かかって３５センチ位穿孔
できた。（後に，薩摩でも，伊豆韮山でも同じ
目的で反射炉をつくったが何れも，穿孔動力に
水車がつかわれた。）然し，いずれの場合も，
試射の段階で破れつしていまっている。（問題
は，「たたら製鉄」による鉄を使った事である。
南部藩の大島任だけが，この事を知っており，
鉄鉱石を使用し，本邦初の高炉製鉄操業に成功
していく……）
水車衰退過程の地域性
このように，かつては「日本の主要な動力」
といってもよい水車であったが，技術の発展
（他の原動機等の）により，漸次衰退していく
のだが，その衰退過程に，「地域性」がある事
は，興味ふかい。
（） 新潟県の場合
新潟は日本有数の発電地帯であるため，「農
村電化」が他県より先んじて，発展していった。
水力発電の場合，夜間部には「余剰電力」が発
生する。新潟電力㈱が，これに目をつけ，「農
村電化」を勧誘宣伝した。（他に大きな電力消
費工業もなかった事もある）
（） 岡山県の場合
岡山県下では，岡山，倉敷市周辺で紡績工業
や機械工業が発達し，労働者は，「農業から工
業」にかわっていった。土地の和田又吉なるも
の，動力による揚水を思い立ち，近くの精米所
より発動機をかり出し，これで揚水し好成績を
おさめた。大正九年岡山県農会主催で，動力農
具の公開試験運転をひらいたが好評をを博した。
はじめは，輸入発動機であったが，国産発動機
を志向する者が多数うまれ，岡山市石井町は
「発動機市場の如き観」があったと云う。大正
１２年戸畑鋳物㈱が大量生産に乗り出した。
（） 富山県の場合
らせん
新潟，富山地方では，爆発的に国産の螺旋水
車が登場してきた。（寫眞参照）
螺旋水車は「落差３０㎝～１．５ｍ位」あればす
えつけられる。傾斜角度約６０度である。
何故この地方で爆発的に増大したのかは，興
つん出し水車
表１ 原動機普及台数比較（昭和１２年）
電動機 石油発動機 水力機
新 潟 １３，８７７ ３，５４８ ２，９０１
岡 山 ２，１２２ １５，８７７ ２，３４２
北海道 ２，０１８ １２，１２３ ３，０９２
富 山 ２，６６９ １，４５５ １０，９９１
全国計 ６６，６１９ １２０，８４２ ５５，４２５
（出典）「日本科学技術史大系」農学２，第２３巻（１００～１０１
頁）
１２２
味ある事である。この地方の自然地理的特徴は，
黒部川，常願寺川，神通川，庄川といった日本
有数の急流が富山平野の穀倉地帯を流れており，
水資源の豊富な所である。
風車について
日本における「風車の利用」は，明治以降に
はじまる。最近の地球温暖化にはじまる「国策
として風力発電の利用」がはじまるまで，「日
本の風車の歴史」には以下の２つの時期があっ
新井市郷土資料館の「らせん水車」
新井市郷土資料館の「らせん水車」
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た。
大正から昭和３０年代にかけて，農村の「水田
や畑の灌漑用」として，風車が，使われた。
風車が設置されたのは以下の６地方にかたま
っていた。（風車については中島峰広氏「わが
国における風車の利用」による前掲，黒岩編
「技術の文化史」アグネ出版に掲載。）
（） 諏訪湖周辺（特に南部）
この当りでは天然ガスの湧出する所であるが，
天然ガスに含まれる窒素分が，地下水にとけこ
み「水田の肥料分」になる……と信じられ，全
体として３，０００台以上の風車が稼動していたと
云う。然し，その後化学肥料の普及に伴い，減
少し，消滅していった。
（） 堺市近郊の海岸部
筆者も見たが，農家が，畑の灌がい用に，風
車を動力としたポンプを設置，風のふく時に，
水をくみ上げ，畑の側に小さな池をこしらえ水
を貯蔵しておく。農民は，夕方すずしくなった
時，池にたまった水を畑に給水する……といっ
た方式である。（戦後迄３００台残っていた。）
（） 知多半島東浦町
最盛時（昭和１５年頃）には，中島氏によれば，
約２００台の風車が揚水に使われていた……とい
う。
（） 渥美半島伊良湖付近
つるべ代りに，揚水風車が使われ，最盛時の
昭和１０年前後には，約２００台以上の風車が稼動
していたという。
（） 土浦市付近櫻川流域
最盛時の昭和１０年前後には，約１，０００台以上
の風車が稼動していたという。
（） 房総半島館山付近
我々が専修大学科学史技術史懇和会の見学会
でみたのは，この風車である。風車は取払われ
ており，わずか１台が稼動していた。同行され
た，湯浅先生，広瀬先生が，この風車をカメラ
にとられていた。（寫眞参照）
「風車」がもう一度注目された時がある。そ
れは，戦後，満州や台湾から，日本の「引揚げ
者」が，日本に一齊に多数帰国した。政府は，
堺の風車
１２４
